
十
月
七
日
（
土
）
は
前

日
の
雨
も
あ
が
っ
て
の

曇
、
八
日
（
日
）
は
空

高
く
秋
晴
れ
と
天
の
時

に
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か

な
大
気
の
な
か
で
の
八

木
祭
礼
。

世
話
人
、
曳
行
責
任

者
を
中
心
に
し
て
、
各

団
体
間
の
強
い
連
携
の

力
、
人
の
和
に
よ
っ
て
、

感
動
と
感
激
の
だ
ん
じ

り
祭
を
実
現

で

き

ま

し

た
。町

内
の
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
や
け
が
人
も
な

く
安
全
で
楽
し
い
祭
礼
、

関
係
者
の
皆
が
「
え
え

祭
や
っ
た
な
あ
！
」
と

熱
い
感
銘
を
胸
に
刻
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
番
の
方
々
、
関
係

諸
団
体
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

和
や
か
に

ふ
れ
あ
い
曳
行

二
日
目
の
行
基
参
り
か

ら
の
帰
町
時
に
は
、
第

四
回
と
な
る
「
ふ
れ
あ

い
曳
行
」
が
箕
土
路
公

園
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。保

護
者
の
方
に
手
を

引
か
れ
た
小
さ
な
子
供

た
ち
が
、
「
ソ
ー
リ
ャ
、

ソ
ー
リ
ャ
」
と
元
気
で
、

大
き
な
掛
け
声
を
だ
し

あ
っ
た
、
和
や
か
で
微

笑
ま
し
い
だ
ん
じ
り
曳

行
で
し
た
。
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館
ま
つ
り
に

台
風
が
・
・

今
年
も
日
ご
ろ
の
活
動
成

果
を
見
て
い
た
だ
く
館
ま

つ
り
を
、
十
月
二
十
一
日

（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。

雨
の
中
、
会

館
前
の
テ
ン
ト

で
は
、
ま
じ
わ

り
女
性
学
級
の

方
々
が
焼
く
チ
ヂ
ミ
、
教

室
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

た
作
品
。
近
土
運
営
委
員

長
の
ご
挨
拶
の
後
、
大
集

会
室
で
は
発
表
が
続
き
ま

し
た
。

残
念
な
が
ら
、
二
十
二

日
（
日
）
の
二
日
目
は
台

風
接
近
の
た
め
中
止
。

「
こ
ん
な
こ
と
初
め
て
ね
。
」

と
残
念
に
思
う
声
が
た
く

さ
ん
聞
こ
え
ま
し
た
。
急

な
対
応
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

箕
土
路
青
少
年
会
館

館
長

藤
原
左
記
子

十埋
立
ゴ
ミ

廃
油
・
刃
物
回
収

十
二
日（
日）

評
議
員
会

十
九
日
（
日
）

防
災
訓
練

二
十
六
日（
日）

広
報
配
布
（
十
二
月
分
）


